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１ 評価対象及び評価方法 

県立総合技術研究所の課題解決研究（一般型）について，「広島県研究課題評価マニュアル

（令和３年４月改正）」に基づき事後評価を実施し，その結果を取りまとめた。 

 

 （１）評価の対象 

        令和３年度に終了した課題解決研究（一般型）  ２課題 

  

（２）評価方法 

課題を実施したセンターにおいて，当初目標と照らし，研究開発のアウトプットを達成／

未達成で自己評価し，課題解決のアウトプットを過達／達成／未達成で自己評価するととも

に，今後の研究開発・技術支援に反映すべき点等について自己検証を行い，広島県立総合技

術研究所の運営会議内で承認する。 

 

  

 

    

 

研究終了年度の翌年度に，技術の確立，研究開発のアウトプット，課題解決のアウト

プットの目標達成度及び研究課題の企画・実行等の内容について評価し，改善点等を検

証し，その結果を総研の事業計画に反映させる。 

 

１ 



２ 評価結果 

（１）評価結果一覧 

 

番号 研究課題名 ｾﾝﾀｰ名 

研究開発の 

アウトプット※１ 

（研究成果） 

課題解決の 

アウトプット※２ 

（成果移転） 

１ 高温登熟障害に強い多収穫酒造好適米の開発 食品 達成 達成 

２ 体外受精胚の品質評価システムの開発 林業 達成 未達成 

《センター名》食品：食品工業技術センター，畜産：畜産技術センター 

 ※１：達成／未達成の中から評価する。 ※２：過達／達成／未達成の中から評価する。 

 

（２）評価概要 

いずれの研究課題においても，研究開発のアウトプットは目標を達成した。課題解決のアウ

トプットでは「高温登熟障害に強い多収穫酒造好適米の開発」では達成し生産現場への移転を

進めているが，「体外受精胚の品質評価システムの開発」では未達成であった。引き続き，成

果移転の拡大に努めることとした。 
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